
〔小中高の授業改善の状況〕

□ 課題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた。

・課題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる児童生徒の割合は、
小・中学校で約３割、高等学校で約２割となっています。

〔今後の方向性〕
▢ 上記の状況を踏まえ、授業改善の充実に向け、次の２点をポイン
トとして、授業改善を進めましょう。
・問題を発見・解決したり、考えを他者と伝え合ったりするなど、知
識及び技能を活用し、理解を深めていく学習過程を設定すること。

・自分で考えたことや感じたことを適切な表現で伝え合う場面を設
定すること。

２ 小中高12年間を見据えた取組の充実

(1) 12年間を見据えた授業改善

□ 自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立
てなどを工夫して発表していた。

・自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文
章、話の組立てなどを工夫して発表している児童生徒の割合は、どの校種も
約２割となっています。

※R5北海道（小）、R5北海道（中）は、令和５年度（2023年度）全国学力・学習状況調査のデータを掲載して
います。

※R4北海道（高）は、道教委が独自に実施している令和４年度（2022年度）北海道高等学校学習状況等調査の
データを掲載しています。

※令和４年度（2022年度）北海道高等学校学習状況等調査は、道立高等学校等の第１学年を対象とし、令和５年
（2023年）２月から３月までの期間に、全国学力・学習状況調査質問紙調査と同様の質問項目などについ
て調査するものです。

※次のページ以降、教科ごとの授業改善について、有識者による分析
と考察を掲載しています。

30.1 29.9 
20.8 

49.3 48.7 51.8 

17.3 17.5 20.7 

0

20

40

60

R5北海道（小） R5北海道（中） R4北海道（高）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない

23.5 21.0 23.3 

40.8 41.2 
49.5 

24.6 24.3 
20.0 

0

20

40

60

R5北海道（小） R5北海道（中） R4北海道（高）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない

〇 小中高の授業改善の状況と今後の方向性
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有識者による分析と考察  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 小学校の結果の分析  

 小学校２四では、三つの資料を読 

んで分かったことを基にして自分の 

考えをまとめることを求めています。  

結果を見ると、「資料を読んで分かっ  

たこと」を明確に表現できていない 

もの（解答類型４、５）が目立ちま 

す。指導事項は「Ｃ読むこと」オで 

すが、ここで働く資質・能力は 

１二の「Ｂ書くこと」エに通じるも 

のがあります。１二では、グラフと 

カードから分かったことを基にして 

自分の考えが伝わるように書き表し 

方を工夫することを求めています。 

結果を見ると、「グラフと資料から 

分かったこと」を明確に表現できて 

いないもの（解答類型４、５）が目 

立ちます。 

◯ 中学校の結果の分析  

 中学校４三では、二つの文章を読み、具体的な表現を取り上げて文章の構成や展

開、表現の効果について考えることを求めています。結果を見ると、自分の考えの基

となる「具体的な表現」を明確に表現できていないもの（解答類型３）が目立ちま

す。指導事項は「Ｃ読むこと」エですが、ここで働く資質・能力は３四の「Ｂ書くこ

と」ウに通ずるものがあります。３四では、自分の考えが伝わる文章になるように、

提示された文章を参考にしながら根拠を明確にして書くことを求めています。結果

を見ると、「根拠となる説明」を明確に表現できていないもの（解答類型２）が目立

ちます。 

◯ 本道の児童生徒に育む必要のある資質・能力  

 上記の各分析から見える共通の課題は、自分の意見や考えが、何に基づいている

かを明確に表現することです。これは、主として〔知識及び技能〕(2)情報の扱い方

に関する事項と関連し、「Ａ話すこと・聞くこと」、「Ｂ書くこと」、「Ｃ読むこと」

の各領域の学習の際に、重要となる資質・能力です。 

調査結果の分析内容  

 

の授業改善に向けて  
 北海道教育大学附属函館中学校副校長  黒 田   諭 氏 

 （元国立教育政策研究所学力調査官・教育課程調査官） 

国語科 

◇ 文章を読んで、中心となる語や文を見付けたり要旨を把握し
たりすること。 

◆ 自分の意見や考えが、何に基づいているかを明確に表現する
こと。 

調査結果から見られる特徴的な成果と課題  

 

◇…成果  ◆…課題  

「令和５年度小学校第６学年国語２」  
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◯ 「Ｃ読むこと」の「構造と内容の把握」や「精査・解釈」に係る指導 
事項の更なる定着を目指しましょう！ 
文章を読んで、中心となる語や文を見付けたり要旨を把握したりすることについ

ては、小・中学校ともに一部の設問で改善の傾向が見られます。今後とも、先生方の
創意工夫のもと、児童生徒がわくわくする言語活動を展開し、「Ｃ読むこと」の指導
を更に充実させましょう。 
◯ 「他の人に分かるように表現する」学習を重視しましょう！ 

自分が考えたことや感じたことを、他の人に話したり書いたりして 
伝える学習を重視し、あいまいな表現の仕方を見逃さず、育成を目指 
す資質・能力を踏まえて確実に指導しましょう。 

◯ 〔知識及び技能〕(2)情報の扱い方に関する事項についての理解 
今年度の全国学力・学習状況調査の解答類型の分析から浮かび上がる共通の課題

として、〔知識及び技能〕(2)情報の扱い方に関する事項を指摘することができます。
指導に当たって、まずは我々教師がこの指導事項をしっかりと理解しておく必要が
あります。例えば、（小）第５学年及び第６学年のア「原因と結果など情報と情報と
の関係について理解すること」に係る設問が、今年度は小学校１一で出題されてい
ます。学校種を問わず、この調査問題と「小学校学習指導要領（平成 29 年度告示）
解説（国語編）」に示された解説とを照らし合わせるなどして、当該指導事項への理
解を深めることが大切です。また、「引用」に係る（小）第３学年及び第４学年のイ
や、（中）第１学年のイも重要です。これらの指導事項を、下記に示し 
たような年間指導計画に意図的・計画的に組み込み、指導の連続性を意 
識しながら言語活動を展開しましょう。その際、国立教育政策研究所の 
報告書に示されている授業アイディア（右ＱＲコード）も参考になります。 
◯ 年間指導計画の効果的な運用 

育成を目指す資質・能力を確実 
に身に付けさせるために、年間指 
導計画を効果的に運用しましょう。 
年間指導計画が「すぐに活用でき 
る環境」にあるかを確認した上で 
「各指導事項の定着の状況を把握 
し、指導を改善する」という視点 
をもちたいです。右図のような同 
一の指導事項の指導の連続性を意 
識し、定着が不十分であれば、の 
ちの単元（題材）での指導を工夫 
します。具体的には「努力を要す 
る」状況（C）の児童生徒への指 
導の手立てを事前に構想すること 
や、全体のバランスを考慮しながら指導時数を調整することなどが考えられます。
また「おおむね満足できる」状況（B）や「十分満足できる」状況（A）の児童生徒
に対する次の単元（題材）での指導を工夫し、更なる高みを目指させることも重要です。

国語科の授業改善に向けて 

まとめ 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」 
（中学校国語）P49 

 

！ 
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有識者による分析と考察  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 算数・数学では、数量や図形、それらの関係に着目して数学的に考え問題解決す
ることが大切であり、その過程について説明できるようにすることが求められます。 
◯ 比例の関係を捉え、それを利用して問題解決すること 
 小１(3)は、伴って変わる二つの数量が比例の関係にあることを用いて、知りたい
数量の大きさの求め方と答えを式や言葉を用いて記述できるかどうかをみる設問で
す。正答率は 50.8％（全国 55.5％）で課題があります。この設問では「いす４脚の
重さは７kg である」ことをもとに、いす 48 脚の重さについて数学的に推論し、そ
れを説明することができるかどうかという思考・判断・表現を評価しようとするも
のです。解決するためには、いす１脚当たりの重さといった単位量当たりの大きさ
を考えることができることや、いすは全て同じいすであり、いすの数を 2 倍にすれ
ば、その重さも２倍になる関係であることから、いすの重さはいすの数に比例して
いることに着目することが大切です。誤答である「7×48」と記述した児童は 15.3
％（全国 13.5％）であり、ある二変量に比例の関係を見いだし、数学的に推論する
ことができなかったといえます。 
◯ データの分布の傾向を捉え、判断の理由を数学的に説明すること 

  中７(2)は、箱ひげ図の箱に着目し、その傾向を読み取り、説明することができるか
どうかをみる設問です。正答率は 31.5％（全国 33.6％）、無解答率 25.0％（全国 22.8
％）で課題があります。「1991 年～2005 年の箱の長さよりも 2006 年～2020 年の
箱の長さの方が短く、データが集まっているから」 
と記述した生徒は 10.8％（全国 10.2％）で、箱ひげ
図の箱について、データの散らばりのみに着目して
記述した生徒がいることが分かりました。本設問で
は、黄葉日がだんだんと遅くなっていることの根拠
を説明するためには、２つの箱ひげ図の箱が横軸上
で、それぞれどのような位置にあるかに着目し、説
明する必要があります。さらに、本設問の無解答率
が高いので、統計的に示されたグラフや図などを読
み取ることも大切です。 

調査結果の分析内容 

の授業改善に向けて 
  岩手大学教育学部准教授  佐 藤 寿 仁 氏 

（元国立教育政策研究所学力調査官・教育課程調査官） 

算数・数学科 

◇ 図形の性質を理解し、それを事実的に使うことができるこ
と。 

◆ 数量における関係に着目して、ある事柄が成り立つかどう
か判断し、その理由を数学的に説明すること。            

調査結果から見られる特徴的な成果と課題 ◇…成果 ◆…課題 

「令和５年度中学校第３学年数学 ７ (2)」
の箱ひげ図  
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◯ 知識の概念的な理解のために“数学的な見方・考え方”を重視すること 
 数学的な資質・能力を育成するためには、児童生徒が自分事の問いをもち、数学的
な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して問題解決する授業が求められます。特
に、知識及び技能について、教師が一方的に教え伝えるのではなく、概念的に理解さ
せることが大切です。 

小 ２ (1)の示された複数の四角形が台形であると
判断する問題で、台形と解答した児童は 86.1％と高
いです。しかし、理由を台形の定義で正しく選択し
たのは 60.8％です。授業では、４つの四角形は同じ
図形といってよいのかについて、図形の構成要素の
関係に着目し、図に共通する１組の対辺が平行であ
ることを見いだす活動を設定します。その上で、統
合的に考え、台形とはどのような四角形であるのか
理解させることが大切です。 
◯ 問題解決する際に、比較したり検討したりする場面を設定すること 
 算数・数学科の授業で問題解決する際に、児童生徒が話し合うなど対話を取り入れ
ることが大切です。それは単にグループを編成して交流することにとどまるのでは
なく、式や図、グラフなどを用いて数学的に考えたことを伝え合い、教師はその数学
的な内容について評価するのです。 
 中 ８ (3)の直線のグラフや式を用いて問題解決す
る方法を説明することができたのは 42.2％で、無解
答率は 15.2％でした。新緑大学が晴天大学に追いつ
くことを予想し、それがどの位置にあるのかについ
て、授業では話合いの場面を設定することが考えら
れます。その際、「グラフを用いる場合」と「式を用
いる場合」の方法の説明の違いについて確認するこ
とが大切です。また、説明が数学的に正しいかどう
かを自分たちで吟味し、よりよい表現となるよう検
討することも大切です。これは、生徒の自己調整を
促すことになります。 

算数・数学科の授業改善に向けて 

◯ どんな数学的な見方・考え方を働かせるとよいかについて検討し、授
業で使用する教材や発問などを考え、授業を行いましょう！ 

◯ 算数・数学科の授業において、単に話し合わせるのではなく、数学的
に表現することを促すことが大切です。その上で、数学的に表現する力
を高めることができるような対話の場面を設定し、支援しましょう！ 

◯ 全国学力・学習状況調査の結果を形成的評価とし、その傾向を捉え、
授業づくりに活かしましょう！ 

まとめ 

「令和５年度小学校第６学年算数 ２ (1)」
の台形の問題  

「令和５年度中学校第３学年数学 ８ (3)」
のグラフと式  
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有識者による分析と考察  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の授業改善に向けて 
 釧路市教育委員会外国語教育アドバイザー  平 木   裕 氏 
 （元文部科学省初等中等教育局視学官） 

英語科 

◇ 情報を正確に聞き取ったり読み取ったりすること。 
◆ 聞いたことや読んだことについて、自分の考えやその理由を

話したり書いたりして適切に表現すること。           

調査結果から見られる特徴的な成果と課題 ◇…成果 ◆…課題 

◯ 社会的な話題に関して読んだことについて、考えとその理由を書くこと 
本問８(2)「ブラウン先生の質問に対す 

るあなたの考えと理由を英語で簡潔に書 
きなさい」では、正答率が 17.2%（全国 
19.5%）となっており、無解答率 33.1% 
（全国 29.3%）と併せて考えると、社会 
的な話題に関する短い文章を読み、書き 
手の意見に対する自分の考えとその理由 
を書くことに課題があるといえます。無 
解答の状況については、そもそも自分の 
考えが浮かばなかったり、考えは浮かん 
だがそれを英語で表現できなかったりな 
どしたケースが考えられます。 

一方、考えは書いているがその理由を 
書いていないものが 28.1%（全国 28.0%） 
であったことや、文章の要点を問う８(1) 
は正答率が 53.7%（全国 56.1%）であっ 
たことが注目され、書き手の意見が理解 
できた生徒の割合は、上記の正答率ほど 
低いわけではなさそうです。関連して、 
４の短い説明を聞いてその要点を捉える問題も正答率が 56.2%（全国 54.8％）であ 
り、「読むこと」の場合とほぼ同様の傾向です。さらに「話すこと」の調査２にお 
いて、聞いたことについて自分の考えとその理由を話すことの正答率は 4.2%（全国）、
話す内容は思い浮かんだが、それを表現する英語が浮かばなかったものが 41.1%  
（全国）であったことも参考になります。 

こうしたことから、社会的な話題に関して聞いたり読んだりする際、話し手や書 
き手の意見といった要点を捉えることはある程度できているものの、それに対して 
自分自身の考えを理由とともに表現する（本問８では「書く」）ことが十分にはで 
きていない、ということが分かります。 

本道の生徒に求められる資質・能力は、単に聞いたり読んだりしてその内容を理 
解することにとどめず、そこに表れている意見に対して自分はどう考えるのか、そ 
れはなぜなのか、といったことを話したり書いたりして適切に発信できることでしょう。

調査結果の分析内容 

「令和５年度中学校第３学年英語 ８ 」  
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◯ 単元末に期待する生徒の姿に一歩一歩近づく指導と評価の計画にし 
ましょう！ 

 単元 CAN-DO が軸となり、ブレることなく本時と本時がつながる流れで、各時は
単元終末に至るワンステップ。教師も生徒も安心してゴールに向かうことができます。 
◯ 教科書本文等を言語活動のための心強い素材にしましょう！ 

教科書コンテンツは一つ一つなぞる対象ではなく、単元目標に迫る言語活動や「英
語で行うことを基本とする」授業を展開するための手近なツール。学習者用デジタ
ル教科書の効果的な活用も図りながら、上手に、都合よく利用しましょう。 

まとめ 

◯ 学習指導要領の領域別目標を基に、「付けたい力」を貫く単元構想を！ 
学習指導要領は、領域別に「～することができるようにする」の形で目標を３点ず

つ示しており、各校では、これを１年ごとの目標にブレイクダウンして CAN-DO 形
式による学習到達目標を設定しています。こういった大きなレベルでの目標が、どの
単元でも一点突破の「付けたい力」としてひも付けされているでしょうか。本道にお
いては、CAN-DO を日常の学習指導や評価に関連付けて活用することが不十分とい
う課題が以前整理されましたが、単元でできるようになることを領域別目標や学習
到達目標と明確にリンクさせることが解決への第一歩であり、単元構想の大前提で
もあります。 
◯ 教科書本文等は、CAN-DO や単元の目標に応じた活用を！  

教科書には、様々なコンテンツが盛り込まれていますが、例えば「本文」の部分
は、単なる内容理解の対象として扱われる傾向があり、言語活動の一環で、言い換え
れば英語によるコミュニケーションのために活用される場面は、あまり多くないの
が実態です。 

仮に、単元目標が「書くこと」の目標ウ「社会的な話題に関して聞いたり読んだり
したことについて、考えたことや感じたこと、その理由などを、簡単な語句や文を用
いて書くことができるようにする」に関連しているとすれば、本文は意味を取って終
わり、とはならないはずです。そこは、話者・筆者が事実や意見などを発信している
場であるという認識のもと、自分はそれに対してどう考えるのか、どう感じるのか、
といった「自分ごと」を表現するような言 
語活動、つまり、領域間の統合的な言語活 
動がメインに展開される単元となっている 
必要があります。 

そういう意味でも、単元の目標を一つの 
CAN-DO に絡ませることがポイントであり、 
どの CAN-DO に焦点化するかで教科書コン 
テンツの料理法も異なってくるわけです。 
さて本文をどう「利用」しようか、というよう 
な意識で授業づくりを考えることが大切です。 

「授業は英語で行うことを基本とする」ためにも、教師と生徒や生徒同士のやり取
りを大切にするスタンスをベースに、「あなたはどう考えるか。なぜ？」に拙い英語
でもよいから、その場で対応する経験を積ませたいものです。そうやって口頭で伝え
たことを今度は書かせてみるのも、あとでフィードバックして正確さを高める上で効
果的でしょうし、今回課題となっている理由の述べ方については、その多様な例に触
れたり実際に使って伝え合ってみたりすることにより、相手が納得する理由とはどの
ようなものなのかを実感することもできるでしょう。 

英語科の授業改善に向けて 

釧路市等における研修資料より 
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